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屋久島レクリエーションの森保護管理協議会の総会開催 7月21日 

 屋久島離島開発総合センターにおいて総会が開催さ

れました。本会では、来賓の屋久島森林管理署川畑署

長から「レクリエーションの森については、質の向上

が求められており、森林環境整備協力金についても利

用者の目に見える形で使っていくことが重要」とあい

さつがありました。 

 続いて、平成28年度の活動実績や決算の報告、平成

29年度の活動計画や予算の提案がなされ承認されまし

た。平成29年度の主な新たな活動として、白谷雲水峡
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の白谷川渡涉点（登山道上の沢）に架橋等を検討していくこと、屋久島レクリエーションの森保

護管理協議会のロゴマークの制作などがあげられています。 

 平成28年度の白谷雲水峡・ヤクスギランドの入場者数は前年より増加するとともに、平成29年

度当初（4・5・6月）の入場者も前年同期と比較すると増加していますが、一過性のものとならな

いよう、サービス等質の向上を目指し、適切な整備をしていく必要などの意見がありました。 

毎年好評の、夏休み親子森林教室を、今年も開催します。夏休みの自由研究の題材に役立つか

もしれません。小学生のみなさん、ぜひご参加ください！ 
 

◇ 開催日    ８月２０日（日） 

◇ 場所    ヤクスギランド 

◇ 参加資格   学生と保護者の方 

◇ 参加定員   親子で５０名(先着順・要予約) 

◇ 参加費    １００円（傷害保険料等） 

◇ 申込締切   ８月１４日（月） 

◇ お申込/お問合せ 屋久島レクリエーションの森

保護管理協議会事務局（０９９７－４２－３５０８） 

主催：屋久島レクリエーションの森保護管理協議会  

共催：屋久島森林管理署、屋久島森林生態系保全センター、公益財団法人屋久島環境文化財団  

参加者募集中！ 

森林に学び、森林で楽しむ。夏休み親子森林教室 

過去の森林教室のようす 

総会での話し合いのようす 



 

 

西部地域ヤクシカ個体群の保護管理に関する意見交換会 6月30日 
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 西部地域は、国立公園特別保護地区や特別鳥獣保護区、森林生態系保護地域に指定されており、

県道沿いで車両からヤクシカやヤクシマザルを観察するという利用形態で公園利用が行われて、

屋久島観光の拠点となっています。また、大学などによりヤクシマザル等の生態研究が行われ、

自然生態の研究のフィールドにもなっています。 

 しかし、この西部地域は、ヤクシカの生息密度が高く、森林の更新や土壌流失による生態系影

響が懸念されており、森林生態系の管理やヤクシカ個体群の保護管理について、今後どのように

するかということで、有識者や関係行政機関等が集まり、屋久島環境文化村センター及び西部林

道にて、西部地域の生態系管理・ヤクシカ個体群の保護管理に関する意見交換会が行われました。 

登山者の安全確保を！ 荒川登山道定期安全点検を実施 7月10日 

 屋久島山岳部保全利用協議会は、縄文杉に向かう登山者へ

の安全対策の一環として行っている荒川登山道定期安全点

検を、林野庁・環境省・鹿児島県・屋久島町・屋久島町観光

協会等関係する団体が参加し実施しました。 

 当日は、荒川登山口から大株歩道入口までのトロッコ道区

間（7㎞）において危険箇所の点検を行い、新たな危険箇所

やこれまで示された危険箇所の変化状況など参加者全員で確

認しました。 

 また、今回の点検では、これまでの豪雨等により落石した箇所や枯損倒木が滑り落ちそうな危

険箇所もあり、経過観察に加え、今後の撤去対策等講じることを確認しました。 

平成29年度 第1回 屋久島世界自然遺産・国立公園における山岳部利用

のあり方検討会 7月17日 

 屋久島環境文化村センターにおいて、国、県、町等

関係行政機関および関係団体が出席し、「平成29年度

第1回屋久島世界自然遺産・国立公園における山岳部

利用のあり方検討会」が開催されました。 

 本検討会では、世界自然遺産地域を含む屋久島国立

公園の山岳部の自然環境の保全と、屋久島らしい質の

高い利用体験の提供を目的に、基本理念及び基本方針

など具体的な検討を進めることとしています。今回は、

伝統的な自然観・人と自然の関わり、自然環境を損な

わない範囲・方法での利用等の前提となる考え方や山岳部の価値、魅力、屋久島らしさなど前提

となる考え方など、屋久島山岳部の保護と利用の「目指す姿」、「あるべき姿」についての意見交

換が行われました。 

 また、山岳部において利用の異なる登山道ルートの情報収集を図るため、第2回検討会で花山歩

道～宮之浦岳～淀川登山口、縄文杉ルート、白谷雲水峡の3ルートでの現地視察の実施を確認しま

した。 

危険個所の有無を確認する職員たち 

屋久島らしい山岳部利用のあり方を議論する 
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 中学生時代、昆虫採集に夢中になった経験を活かし、1998年に移住後屋久島の昆虫について調査を

始め、現在に至っています。屋久島の昆虫に関しては、1973年に岡留恒丸先生が「屋久島の昆虫相」とし

て包括的にまとめられており、240科1896種が採録されています。この中には、9科66種の蝶が含まれてい

ます。蝶は、島に土着している在来種と島外から一時的に飛来する非土着の迷蝶に分けられ、66種の内

訳は、53種の在来種と13種の迷蝶になります。 

 その後の調査結果を踏まえ、屋久島が世界遺産

に登録される直前の1992年に出版された福田晴夫

先生の「鹿児島のチョウ」には、疑問符の付いたも

のを除き屋久島の蝶として8科77種(在来種55種、

迷蝶22種)が挙げられています。これは、最新の分

類では5科77種となり、内訳は、セセリチョウ科7種、

アゲハチョウ科11種、シロチョウ科11種、シジミチョ

ウ科19種、タテハチョウ科29種に分類されます。こ

の内、屋久島を南限とする蝶には、キアゲハ・ミヤマ

カラスアゲハ・ツマキチョウ・スジグロシロチョウ・ルー

ミスシジミ・キリシマミドリシジミ・ゴイシシジミ・ツバメ

シジミ・コミスジ・ヒメウラナミジャノメ・ウラナミジャノメ・

ヒメジャノメ・ヤマキマダラヒカゲの13種がいます。 

 1998年移住以降の調査で、77種の内、在来種49

種・迷蝶16種計65種を確認し、標本として保存して

います。確認できなかった在来種6種・迷蝶6種計

12種を表に示します。確認できなかった理由として①個人による調査では探索が不十分なこと、②世界遺

産登録地では調査不可で国有林でも調査が難しくなってきており、以前より調査地域が大幅に狭くなって

いること。③既に屋久島では種が絶えている。などが考えられます。また、迷蝶の場合、偶然の出逢いで採

集にいたる場合が多いですが、その様な幸運に恵まれなかったことも上げられそうです。 

 一方、従来確認されていなかったナミエシロチョウ・タイワンモンシロチョウ・イワカワシジミ・ヒメシルビアシ

ジミ・タイワンクロボシシジミ・クロマダラソテツシジミ・キタテハ・ミナミコモンマダラ・ツマムラサキマダラ・マル

バネルリマダラ・ミダムスルリマダラ・クルーギールリマダラの12種(表)を新たに採集しています。この結果、

1998年以降、採集し確認できた屋久島の蝶は77種(在来種50種・迷蝶27種)になります。過去に記録され

未採集の12種(表)を加えると89種(在来種56種・迷蝶33種)が屋久島の蝶と言えそうです。 第2回以降は、

在来種でありながら旅をするアサギマダラの屋久島経由の旅の様子や新たに確認したイワカワシジミ・ヒメ

シルビアシジミ・クロマダラソテツシジミなどについて述べます。（つづく）  

屋久島の蝶（第１回）  
━ 屋久島には何種類の蝶がいるか ━  

久保田 義則（鹿児島昆虫同好会）             

表．屋久島の蝶 

 紀伊半島以南、屋久島を南限とする多年草で、屋久島では山地の岩場に

生育している。線形で束生する根出葉を雄鶏の尾にたとえて「鶏尾蘭」。花期

は７～8月、10～20㌢ほどの花茎に白色や淡紫色の花をまばらにつける。 

ケイビラン（キジカクシ（ユリ）科） 屋久島の植物 

*福田晴夫(1992)鹿児島のチョウ 春苑堂出版203-210  

屋久島の蝶(1992)* 

科と種数 

1998年以降未採集種 

 (・迷蝶) 

1998年以降新採集種 

(・迷蝶) 

 セセリチョウ科：7種 

在来種：7種 

ホソバセセリ 

オオチャバネセセリ 

  

アゲハチョウ科：11種 

在来種：9種 

迷蝶：2種 

・カバシタアゲハ 

・シロオビアゲハ 

  

 シロチョウ科：11種 

在来種：7種 

迷蝶：4種 

・ウラナミシロチョウ ・ナミエシロチョウ 

・タイワンモンシロチョウ 

シジミチョウ科：19種 

在来種：15種 

迷蝶： 4種 

ルーミスシジミ 

ゴイシシジミ 

・ウスアオオナガウラナミシジミ 

・タッパンルリシジミ 

イワカワシジミ 

・ヒメシルビアシジミ 

・タイワンクロボシシジミ 

・クロマダラソテツシジミ 

タテハチョウ科：29種 

在来種：17種 

迷蝶：12種 

メスグロヒョウモン 

オオウラギンヒョウモン 

・ヤエヤマムラサキ 

・キタテハ 

・ミナミコモンマダラ 

・ツマムラサキマダラ 

・マルバネルリマダラ 

・ミダムスルリマダラ 

・クルーギールリマダラ 

        77種 

在来種：55種 

迷蝶：22種 

       12種 

在来種：6種 

迷蝶：6種 

      12種 

在来種： 1種 

迷蝶：11種 



 

 

屋久島生態系モニタリング 

屋久島北部等の植生垂直分布調査（平成27年度） 
●標高1000㍍プロット（ツガ－サクラツツジ群集） 

 222林班内の沢上流左岸の尾根直下の急斜面上にあり、登山道「益救参道」沿いに設置。高木層にはスギ、ツガ、

ヒノキなどの針葉樹のほか、常緑広葉樹のアカガシ、落葉広葉樹のヒメシャラやヤマザクラなどが生育する混交林。 

[結果概要] 

尾根上の調査地で全体的に高木層が少ない。高木層はツガやスギ、亜高木層

としてユズリハなど、低木層としてサクラツツジなど、草本層にはハイノキ、ホソバ

コケシノブ、アセビなどが生育。ホソバコケシノブやアセビはヤクシカの不嗜好性

植物である。調査地の低木層、草本層の植被率は低く、ヤクシカの採食圧による

ものと考えられた。 

[草本層の変化とヤクシカ生息状況] 

植被率は50％から30％へと減少した。同一小プロット内の出現種を比較すると、

種数が22種から26種と増加した。構成種を見ると、アカガシやヒメシャラといった

高木層構成樹種の稚樹が新たに確認された。またヒメヒサカキ、コウヤコケシノブ、ミヤマシキミなども新たに確認され

た。一方、イヌガシ、ヤブツバキ、ツリシュスラン、サルトリイバラなどは、今回の調査で確認されなかった。イヌガシや

サルトリイバラはヤクシカの嗜好植物である。当プロット

周辺にはヤクシカが2.3頭/㎢と少ない密度ではあるが、

採食された可能性がある。 

[過年度との比較] 

H22調査では高木層の優占種がH17調査からツガから

スギに変化したが、今回の調査でもスギが優占していた。

今回調査ではヤクシカの不嗜好性植物が、更に増加し

ていた。 
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プロット付近の概況 

群落配分図（横断図） 

夏休み中は混雑が予想されます マナーアップで縄文杉を守ろう！ 

 屋久島のシンボル的な存在となっている「縄文杉」が発見され、今年で50年

を迎えました。 

 この間に登山客も急激に増加したことにより周囲の植生が踏まれたり、土壌

が流出し根が露出したりしたため植生回復措置を行い、その対策を講じるた

め「縄文杉周辺を立入禁止区域」として設定し展望デッキが設置されました。 

 平成17年には樹皮がはがされる被害が発生したため、その対策としてカメラ

を設置し世界遺産の象徴でもある縄文杉の被害の防止と保全に努めていま

す。しかし残念なことに、立入禁止区域内に入り記念撮影をするなど増加傾

向にあります。（写真1） 

 マナーやルールを守り屋久島の財産で

ある縄文杉をみんなで大切にしましょう。 

 また、展望デッキ上での食事やドロー

ンの飛行は行わないようお願いします。

決められた登山道を利用し「立入禁止区

域」へは立ち入らないようにお願いします。 

（写真1）監視カメラに映った、 

立入禁止区域内の侵入者 

縄文杉デッキに 

「デッキ上 食事禁止」の 

看板を設置しています。 


